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落葉性の土壌のいたるところに生息する細胞性粘菌は、細菌を捕食し増殖するステージと、
細胞集団が子実体を形成する発生期からなるアメーバ界の多細胞生物である。動植物、菌類
の外のアメーバ界というこの一見奇妙奇天烈に見える世界は多くの謎に包まれている。私た
ちは、細胞性粘菌Dictyostelium discoideum( キイロタマホコリカビ ) の極めて洗練された
細胞間シグナルと形態形成運動の一端を、ライブセルイメージング、マイクロ流体デバイス
を持ちいた構成的手法、数理的理論的解析などを通じて明らかにしてきた。特に、１）誘引
分子として働く細胞外 cAMPが細胞間でいかに同調して、伝搬する波を形成するか、２）こ
の cAMPの波を細胞がいかに読み取って、動く方向を決めるか、３）動く細胞がいかに協調
して集団的な形態形成運動を生み出すか、を中心に紹介する。アメーバ状の細胞や、そうし
た細胞の集合による多細胞体制を構築は、アメーバ界以外の種にも見られ、細菌等のバイオ
フィルムにとって重要な視点と考えられる。
こうした視点についても議論したい。
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